
　歳入の4割以上を占める市税は、賃金の
上昇に伴う個人市民税の増額や、家屋の
新増改築分や償却資産分の増による固定
資産税が増額となっており、国庫支出金
は社会福祉関係経費の財源が増額となっ
ています。

総額556億3,100万円

　歳出の約５割を占める民生費は、社会福祉関係経費が増額しており、教育
費は中学校体育館空調設備等整備事業費や給食費負担軽減補助の実施に伴
う給食センター管理事業費の増など、総務費は各種サーバーやシステムの更
新に伴う情報システム管理事業費の増などによりそれぞれ増額となりまし
た。一方で、土木費は入曽駅周辺整備事業費など、公債費は商工債償還元金や
臨時財政対策債償還元金の減などによりそれぞれ減額となっています。

問合せ　財政課へ☎2935‐6633

歳出
556億3,100万円総額

前年度 536億2,200万円

民生費
270億6,234万4千円
（48.65％）

教育費
66億1,160万6千円
（11.89％）

総務費
63億2,380万1千円
（11.37％）

衛生費
47億4,472万8千円
（8.53％）

土木費
37億8,365万8千円
（6.80％）

公債費
36億1,257万8千円
（6.49％）

消防費
22億5,218万1千円
（4.05％）

その他
12億4,010万4千円
（2.22％）

一般会計当初予算の概要

市税
232億8,394万6千円
（41.85％）

国庫支出金
96億7,573万9千円
（17.39％）

地方消費税交付金
41億2,000万円
（7.41％）

県支出金
46億8,346万9千円
（8.42％）

市債
20億4,340万円
（3.67％）

繰入金
24億8,781万7千円
（4.47％）

地方交付税
41億円
（7.37％）

諸収入
8億4,937万3千円
（1.53％）

使用料及び手数料
8億9,451万9千円
（1.61％）

繰 越 金
6億円

（1.08％）

国有提供施設等所在市町村
助成交付金等
6億8,000万円
（1.22％）

その他
19億604万9千円
（3.43％）

財産収入
3億668万8千円
（0.55％）

歳入
556億3,100万円総額

前年度 536億2,200万円

8年度

一般会計の予算総額は5年連続過去最大

公債費

道路の建設や公園の整備な
どのまちづくり、市営住宅
の管理に要する経費

25,656円
土木費

保健衛生やごみ処理などに
要する経費

32,173円
衛生費

こどもや高齢者、障害者な
どの福祉に要する経費

183,502円
民生費

道路・施設を建設するため
の借入金の元金や、利子の
返済に要する経費

24,496円
消防や災害対策に要する
経費

15,271円
消防費

学校教育や生涯学習に要す
る経費

44,831円
教育費

市有財産の管理や一般事務
などに要する経費

42,880円
総務費

市議会運営や農業振興など
に要する経費

8,409円
その他

市民1人当たりに使われるお金…年間で約38万円 ※8年1月現在の人口147,477人を基準に算出

狭山市の予算と財政状況を公表します
　8年度の一般会計、特別会計の当初予算と7年度下半期
の予算執行状況、財産や基金の状況を公表します。

期間　5月1日㈮～7月31日㈮
場所　市役所1階情報公開コーナー、入曽地域交流センター、公民
館、図書館
※休館・休所日は除く。市公式ホームページでもご覧いただけます
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第1回市議会定例会で施政方針を述べ
る小谷野市長

令和令和88年度年度  市長施政方針・予算市長施政方針・予算

【
施
政
方
針
の
要
約
】

　
我
が
国
は
今
、大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。経
済
は
イ
ン
フ
レ
へ
と

転
換
し
、雇
用
状
況
が
改
善
し
賃
金
が

上
が
り
始
め
、企
業
業
績
も
回
復
傾
向

と
な
り
、国
の
税
収
も
過
去
最
大
と
な

っ
て
い
ま
す
。一
方
、イ
ン
フ
レ
は
多
く

の
商
品
の
高
騰
を
招
き
、私
た
ち
の
日

常
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お

り
、ま
た
、少
子
高
齢
化
、イ
ン
フ
ラ
施

設
の
老
朽
化
、自
然
災
害
の
激
甚
化
な

ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。し
か
し
、ど
の
よ
う
な
社
会
が
訪
れ

よ
う
と
も
、皆
さ
ま
の
生
活
と
暮
ら
し

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責
任

で
あ
り
、今
の
世
代
と
同
様
に
次
の
世

代
が
、引
き
続
き
豊
か
さ
を
享
受
す
る

た
め
に
も
、立
場
を
越
え
て
、力
を
合
わ

せ
、狭
山
の
未
来
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。８
年
度
の
予
算
案
は
、こ
の

よ
う
な
認
識
の
も
と
、市
民
の
皆
さ
ま

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成

い
た
し
ま
し
た
。

「
物
価
高
騰
対
策
」で
は
、国
の
交
付
金

　令和8年第1回市議会定例会（会期2月20日～3月17日）で、小谷野市長が8年度の施政方針と
して、市政運営の基本的な考えや重点施策などを述べました。
　今月は、その概要をお知らせします。

を
活
用
し
、昨
年
の
第
４
回
定
例
会
に

お
い
て
、市
民
１
人
当
た
り
４
千
円
の

現
金
給
付
の
実
施
を
決
定
し
、２
月
19

日
現
在
、対
象
世
帯
の
79・３
％
に
当
た

る
５
万
８
千
１
１
９
世
帯
に
給
付
が
完

了
し
ま
し
た
。ま
た
、２
カ
月
分
の
水
道

料
金
の
基
本
料
金
の
免
除
や
、国
か
ら

の
公
立
小
学
校
の
学
校
給
食
費
負
担
軽

減
措
置
に
合
わ
せ
、公
立
中
学
校
の
学

校
給
食
費
に
つ
い
て
も
同
様
の
支
援
を

行
う
他
、経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学

困
難
な
世
帯
に
対
し
、学
用
品
の
購
入

費
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

「
若
い
世
代
を
伸
ば
そ
う
」で
は
、学
童

保
育
室
に
お
い
て
、柏
原
小
学
校
区
に

民
間
学
童
保
育
室
を
誘
致
す
る
他
、学

校
の
空
き
教
室
を
利
用
す
る「
タ
イ
ム

シ
ェ
ア
型
保
育
室
制
度
」を
活
用
し
、保

育
体
制
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
の
内
容
と
支
援
の
充
実
で
は
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、

中
学
生
を
姉
妹
都
市
へ
派
遣
す
る「
中

学
生
国
際
交
流
事
業
」を
実
施
し
、海
外

体
験
を
通
し
た
国
際
感
覚
を
育
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
充
実
で
は
、市
内
全
公

立
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、中
央
中
学
校

と
柏
原
中
学
校
の
校
舎
空
調
設
備
の
更

新
工
事
や
新
狭
山
小
学
校
の
改
修
工
事

な
ど
に
取
り
組
み
、安
全
で
快
適
な
教

育
環
境
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ま
ち
と
産
業
の
進
化
を
目
指
そ
う
」で

は
、道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
お

い
て
、８
年
度
末
の
狭
山
市
駅
加
佐
志

線
の
事
業
区
間
の
供
用
開
始
と
入
間
川

入
曽
線
の
整
備
に
向
け
て
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
茶
業
の
振
興
で
は「
第
24
回
全
国
地

紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
in
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」が

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、和
紅
茶
を
含

め
た
狭
山
茶
の
認
知
度
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、狭
山
茶
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
と
消
費
拡
大
を
一
層
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
支
え
る
健
康

と
安
全
を
守
ろ
う
」で
は
、健
康
づ
く

り・保
健
予
防
の
推
進
に
お
い
て
、保
健

セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
対
応
と
機
能
拡
充

を
図
る
た
め
、9
年
度
に
か
け
て
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
社
会
保
障
制
度
の
円
滑
な
運
営
で

は
、本
年
4
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
な
ど
を
改
定
し
、国
民
健
康
保
険

の
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
り
ま
す
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で

は
、空
き
家
の
除
却
費
用
の
補
助
制
度

に
加
え
、本
年
4
月
か
ら
は
既
存
住
宅

の
活
用
促
進
を
目
的
と
し
た「
若
い
世

代
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
循
環
促
進
補
助

金
」を
創
設
し
、空
き
家
の
解
消
と
土
地

活
用
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
安
全
で
安
定
し
た
上
下
水
道
で
は
、

県
営
水
道
と
流
域
下
水
道
維
持
管
理
負

担
金
の
改
定
に
伴
い
、本
年
10
月
か
ら

上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
て
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
み
ん
な
の
力
で
未
来
に
つ
な
ご
う
」で

は
、公
共
施
設
の
管
理
に
お
い
て
、奥
富

地
区
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
見
直

し
、機
能
を
複
合
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提

供
す
る
た
め
、地
域
拠
点
施
設
整
備
の

基
本
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
中
国
の
故
事
に「
人
間
万
事
塞
翁
が

馬
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
人
生

の
禍
福
は
予
測
で
き
ず
、災
難
が
幸
福

に
、不
運
が
幸
運
に
、ま
た
そ
の
逆
も

あ
る
こ
と
か
ら
、い
た
ず
ら
に
一
喜
一

憂
す
る
こ
と
な
く
物
事
に
対
処
す
べ

し
」と
い
う
教
え
で
す
。私
が
就
任
し

て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、多
く
の
困

難
に
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

そ
う
い
っ
た
困
難
に
向
き
合
い
、自
分

た
ち
が
愛
す
る
ま
ち
を
自
ら
良
く
し
て

い
く
と
い
う
気
概
と
行
動
力
を
も
っ
た

多
く
の
方
に
出
会
え
た
こ
と
は
私
た
ち

に
と
っ
て
幸
運
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、そ
の
影
響
は

自
治
体
の
業
務
の
み
な
ら
ず
、地
域
社

会
を
支
え
て
き
た
仕
組
み
に
も
及
ぼ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
大
変
な
こ
と
困
難
な
こ
と
と
し
て
、

私
た
ち
の
目
の
前
に
現
れ
ま
す
。

　「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」こ
の
こ
と
わ

ざ
の
と
お
り
、大
き
く
変
わ
る
こ
の
時

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、将
来
の
狭
山

市
民
に
豊
か
な
地
域
を
引
き
継
ぎ
、持

続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、今
年
も
力
を
合
わ
せ
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
、本
年
も
全

力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

令和8年度市長施政方針・予算 特集
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令和8年度市長施政方針・予算特集

令和8年度に取り組む主な事業
11
テーマ

若い世代を伸ばそう11

　まちの将来を担う主役は、狭山市発展の原動力とな
る「若い世代」です。
　みんなで若い世代の活躍の場を広げながら、力を伸
ばし、可能性を伸ばし、人数も伸ばし、人口減少時代で
も活力あるまちづくりを進めます。

民間学童保育室支援事業費 1億2,887万7千円

公立学童保育室管理事業費 5億3,583万4千円
　入室希望者の増加が見込まれる柏原小・広瀬小学校
区を対象とした民間学童保育室の開室や、山王小学校
にタイムシェア型学童保育室の設置、狭山台小学校に
夏休み期間限定の学童保育室の設置など、待機児童の
解消に向けて保育体制を拡充していきます。また、配
慮が必要な児童の保育について、学童保育室支援員な
どが相談し助言を受けることができるように「学童保
育室巡回アドバイザー派遣業務委託」を開始して保育
の質の向上を図ります。
中学校文化・スポーツ活動
支援事業費 � 3,232万8千円
　将来にわたって文化・スポ
ーツ活動の機会を確保・充実
できる環境を構築するととも
に、教員の働き方改革を進め
ていくために、8月から休日
の部活動を地域展開します。
中学校校舎空調設備改修
事業費 4億1,812万3千円
中学校体育館空調設備等
整備事業費 7億5,384万6千円
　老朽化した中学校校舎の空調設備の改修設計と改修
工事を計画的に実施します。昨年度に引き続き中央中

学校について改修工事を実施するとともに、柏原中学
校についても9年度にかけて工事を実施し、狭山台中
学校は工事に向けて設計業務を実施します。また、中
学校8校の体育館についても空調設備などの整備を実
施します。

国際理解教育推進事業費� 1億124万2千円
　こどもたちが国際感覚を養い、幅広い視点を身に付
けるために、語学指導にあたる会計年度任用職員など
を任用する他、姉妹都市の大韓民国統

とん

營
よん

市へ中学生を
派遣し、同市との国際交流事業を実施します。

11
テーマ

まちと産業の進化を目指そう22

　まちを支える基盤は「都市機能」と「産業」です。
　みんなでまちに賑わいを創出し、産業を活性化しな
がら、まちと産業も社会に合わせてアップデートし、人
と企業に選ばれるまちづくりを進めます。

狭山市駅加佐志線整備事業費� 1億4,870万円
　狭山市駅東口土地区画整理事業区域境から東京狭山
線までの延長約930ｍの区間について、道路築造工事
や安全施設設置工事などを実施します。

入間川入曽線整備事業費� 1億7,410万2千円
　市道幹第94号線の延長約300ｍの区間について、用
地取得や物件補償、狭山中央通りとの交差点設計など
を実施します。

狭山茶消費拡大振興事業費� 341万5千円
　狭山茶の生産・出荷の省力化や品質向上などを図る
ため、補助金を交付します。また、8年度に「第24回全
国地紅茶サミットinSAYAMA」が市内で開催されるこ
とから、和紅茶なども含めた狭山茶のブランド確立や
消費拡大を推進します。5
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11
テーマ 人生100年時代を支える

健康と安全を守ろう33

　人生100年時代を支える土台となるのは「健康」と「安
全」です。
　みんなで支え合いながら、誰もが健康で活躍できる、
また、安全で安心して暮らし続けることができるまち
づくりを進めます。

クリーンエネルギー推進補助事業費� 1,750万円
　市民や事業者の地球温暖化
防止への取り組みを促進する
ため、太陽光発電システムの
設置や電気自動車の購入、温
室効果ガス排出量の可視化ツ
ール導入などに対して補助金を交付します。また、新
たに集合住宅への宅配ボックス設置費用の一部に対す
る補助金の交付を開始します。

保健センター改修事業費� 3億3,058万5千円
　9年度にかけて、老朽化した保健センターの長寿命
化に向けた中規模修繕を実施し、市民の健康増進拠点
としての機能充実を図ります。

社会福祉事業費 1,372万6千円

空家等対策推進事業費 1,600万1千円
　住宅取得に対する補助制度をリニューアルし、市内
に居住する親世帯と同居か近居をするために、住宅を
新築か購入、増改築する世帯に対する「狭山市親世帯安
心同居・近居補助制度」と、築20年以上の住宅ストック
を購入した若い世代に対する「狭山市若い世代の住宅
ストック循環促進補助制度」を開始します。

災害応急対策事業費� 2,847万7千円
　避難所における生活環境の改善を図るため、暑さ対

策として冷感タオルや経口補水液などを新たに備蓄す
るとともに、指定避難所において避難者に適温食を提
供することができる防災用の可搬型コンロを整備します。

11
テーマ

みんなの力で未来につなごう44

　わがまち狭山が進む方向は、明るい希望が持てる「未
来」です。
　みんなで未来に視点を置きながら市政を運営し、不
透明・不確実で変わり続ける社会情勢に対し、柔軟に対
応するまちづくりを進めます。

公共建築物等再編統合事業費� 1,146万7千円
　老朽化する公共施設やインフラ施設の保全と再編な
どを計画的に行い、建て替えや改修などによる長期的
な財政負担の軽減と平準化を図るため、10年度の「公
共施設再編計画」の開始に向け、8～9年度にかけて計
画を策定します。

物価高騰への対策事業
　国の「物価高騰対応重点
支援地方創生臨時交付金」
を活用し、物価高騰の影響
を受ける全ての市民や事業
者を支援します。

公立中学校の給食について、
物価高騰に伴う食材料費
分を1人当たり月額5,200
円（11カ月）の補助

1億8,075万2千円

小・中学生のこどもがいる
家庭に就学にまつわる費
用を支援

1億403万1千円

　第5次狭山市総合計画に掲げる4つの重点テーマに沿っ
て、令和8年度に行う主な事業を紹介します。

4

すべての市民や事業者に
対し、2カ月分の水道料金
の基本料金を免除

2億1,351万6千円
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